




























は、文化の分析方法の一つである Worldview Study が、基層文化研究に一つの学際的視座を







































































































































































































































































































































































































































ッシュの死生観を分析したブラウン（Joshua R. Brown）の An Amish Mortuary Ritual at 


























































レイビルの The Amish of Lancaster Country（『アーミッシュの昨日・今日・明日』2009:136）、
The Amish Way（『アーミッシュの生き方』2010:165）、The Amish（『アーミッシュ』
2013:247）、ステファン・スコットの The Amish Wedding and Other Special Occasions of 



































































































4. さらなる Worldview Studyの必要性 Worldview Study の研究に関して、本論文では、
















7.  日本におけるキリスト教葬儀のあり方について 土居健郎が『聖書と甘え』（1997:98ff）
の中でも触れているように、キリシタンの宣教師たちは神道や仏教、そして日本文化に対し
て無知であり、また対決型の姿勢で臨んだ。また、明治維新後のプロテスタントの宣教師た
ちのアプローチも同様に不寛容の紋切り型であったが、内村鑑三や新渡戸稲造のような日本
的なキリスト教受容のあり方を模索する必要性があるだろう。特に葬儀における日本文化に
適したキリスト教葬儀のあり方を研究する必要性を感じる。それは、この論文を書くきっか
けでもあったが、いかにして苦しむものに寄り添う共同体を、教会内部のみならず、地域社
会において形成していくことができるのかということを牧師として真剣に考えさせられてい
る。 
 
8. 迫害の歴史がその民族や文化に与えた影響について キリシタンの迫害の歴史とアーミ
ッシュの迫害の歴史の比較研究。状況は全く異なるし、単純な比較はできないが、西洋の排
他的対決型の信仰と日本の全てを受容していく接ぎ木型の違いや（武田清子『土着と背教』
1967）、西洋にありながらも集団思考を貫いたアーミッシュと個人主義を土台とした西洋のカ
トリックやプロテスタント大教団の信仰の比較も興味深いテーマである。マコト・フジムラ
 19 
の『沈黙と美』（2017）で語っているように、隠れキリシタンの存在が日本文化に与えた影響
（包む文化、奥ゆかしさ）についても、アーミッシュばかりでなく、迫害の結果、形成され
ていった倫理観や文化的価値観についての研究もアーミッシュを知る上での一つの素材とな
り得るだろう。 
 
 
